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平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
９

日
に
開
会
し
、
「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て
」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
24
件
、
議

員
提
出
議
案
４
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
い
た
決
算

２
件
に
つ
い
て
も
認
定
し
、
12
月
20
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
７
３
万
３
０

０
０
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
５
２

４
億
１
６
６
６
万
１
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任
委
員
会

に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
桑
才

市
営
住
宅
跡
地
土
壌
汚
染
対
策
業
務
委

託
の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
土
壌

汚
染
が
確
認
さ
れ
た
同
跡
地
に
お
い

て
、
24
年
度
に
道
路
、
公
園
部
分
の
土

壌
汚
染
対
策
の
置
き
か
え
工
事
と
道

路
、
公
園
整
備
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
府
へ

の
提
出
書
類
と
し
て
、
環
境
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
に
準
じ
た
措
置
方
法
の
検

討
及
び
対
策
工
事
の
設
計
と
書
類
作
成

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
専

門
性
の
高
い
業
務
を
委
託
す
る
も
の

で
、
同
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
約

３
６
１
５
㎡
の
う
ち
、
道
路
約
８
０
５

㎡
、
公
園
約
６
０
８
㎡
、
企
業
誘
致
用

地
約
２
２
０
２
㎡
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
跡
地
土
壌
汚
染
対
策

の
住
民
説
明
へ
の
考
え
方
、
少
年
補
導

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
保

育
料
徴
収
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

の
契
約
内
容
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
管
理

者
の
配
置
方
法
、
総
務
水
道
常
任
委
員

会
で
は
、
電
話
交
換
業
務
委
託
の
メ
リ

ッ
ト
、
現
在
委
託
の
市
税
徴
収
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
業
務
へ
の
市
民
の
反
応
や
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

門
真
市
立
旧
第
六
中
学
校
運
動
広
場

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
市

民
の
心
身
の
健
全
な
育
成
と
豊
か
な
市

民
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
門
真
市
立
旧
第
六
中
学
校
運
動

広
場
を
設
置
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
広
場
の
今
後
の
考

え
方
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
門
真
市
財

政
健
全
化
計
画
・
中
期
財
政
見
通
し
に

お
い
て
、
29
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い

る
北
島
地
区
で
の
防
災
公
園
・
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
う
ま
で
の
間
、

同
広
場
を
一
時
的
に
設
置
す
る
構
想

で
、
整
備
後
は
ま
ち
づ
く
り
全
般
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

門
真
市
立
青
少
年
運
動
広
場
及
び
門

真
市
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
奥
ア
ン
ツ
ー
カ

株
式
会
社
を
24
年
４
月
１
日
か
ら
27
年

３
月
31
日
ま
で
指
定
す
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
候
補
者
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
新
た
な
提
案

事
項
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
１
点
目

が
、
地
域
住
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
を
通
じ
て
の
地
域
と
の

協
働
の
推
進
、
２
点
目
が
、
施
設
の
日

常
整
備
か
ら
改
修
に
つ
い
て
効
果
的
で

経
済
的
な
作
業
の
実
施
、
３
点
目
が
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支

援
の
計
３
点
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
24
年
４

月
開
校
予
定
の
門
真
は
す
は
な
中
学
校

の
生
徒
用
机
・
椅
子
な
ど
家
具
備
品
一

式
を
４
６
９
６
万
５
６
６
０
円
で
取
得

す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
校
の
特
色
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
学
校
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
21
年
７
月
の
要
求
水
準
に
基
づ

き
５
つ
の
基
本
方
針
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
１
つ
目
は
「
環
境
に
配
慮
し
た
学

校
づ
く
り
」
で
、
低
炭
素
社
会
に
向

け
、
太
陽
光
・
風
力
発
電
、
屋
上
緑
化

及
び
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
気
候
や
使
用
電
力
量

の
デ
ー
タ
を
画
像
表
示
す
る
な
ど
、
環

境
教
育
に
生
き
た
教
材
と
し
て
役
立
て

ら
れ
る
整
備
。　

　

２
つ
目
は
「
安
全
で
快
適
な
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
学
校
」
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
を
初
め
と
す
る
人
に
優
し
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
施
設
と
し
て
、
ト
イ
レ
に

は
、
人
感
セ
ン
サ
ー
の
照
明
や
水
洗
設

備
及
び
給
食
調
理
場
も
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
清
潔
な
調
理
環
境
を
整

備
。

　

３
つ
目
は
「
確
か
な
学
力
を
育
む
学

校
づ
く
り
」
で
、
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
の
地
域
支
援
室
を
設
け
る
と
と
も

に
、
サ
タ
ス
タ
事
業
等
に
利
用
す
る
自

学
自
習
室
と
図
書
室
を
一
体
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
整
備
し
、
さ
ら
に
天
井
高

の
あ
る
多
目
的
室
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
や
地
域
活
動
が
展
開
で
き
る
学

校
施
設
を
整
備
。

　

４
つ
目
は
「
門
真
の
教
育
を
牽
引
す

る
モ
デ
ル
校
」
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
の
環
境
と
し
て
、
す
べ
て
の
教
室
・

準
備
室
に
有
線
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
利
用
の
増

加
や
調
べ
学
習
に
対
処
す
る
た
め
図
書

館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
23
年
11
月
１
日
〜
平
成
24
年
１
月
31
日
）
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４
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13　

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　
　

14　
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会
運
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会
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総
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会

　
　

20　

本
会
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（
第
４
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会
閉
会
）

　
　

26　

守
口
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門
真
市
消
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組
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例
会

　
　

27　

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

　
　

29　

仕
事
納
め

１
・
５　

仕
事
始
め

　
17
〜
18　

民
生
常
任
委
員
会
管
外
行
政
調
査

　
　

19　

近
畿
市
議
会
議
長
会
第
３
回
支
部

　
　
　
　

長
会

　
23
〜
24　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
管
外
行
政

　
　
　
　

調
査

　
26
〜
27　

総
務
水
道
常
任
委
員
会
管
外
行
政

　
　
　
　

調
査

　
　

27　

近
畿
市
議
会
議
長
会
第
３
回
理
事
会

　
　

28　

大
阪
府
交
通
対
策
協
議
会
年
頭
会
議

　
　

31　

河
北
市
議
会
議
長
会
総
会
・
管
外

　
　
　
　

行
政
調
査

　

５
つ
目
は
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
特
性
を
活
か

し
た
学
校
づ
く
り
」
で
、
学
校
が
災
害

時
の
避
難
施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

備
蓄
倉
庫
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
多
様
な
提
案
の
一
つ
と

し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
、
自
家
発
電
装
置
の
設
置
及
び

プ
ー
ル
の
水
の
ト
イ
レ
利
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
時
対
応
を
備
え
た
施
設

と
し
、
さ
ら
に
一
中
・
六
中
の
記
念
樹

の
移
植
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
緑
化
及

び
校
名
の
門
真
は
す
は
な
を
象
徴
す
る

蓮
池
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決

し
ま
し
た
。

旧
第
六
中
学
校

運
動
広
場
を
設
置

選
挙
管
理
委
員
及
び

同
補
充
員
を
選
挙

は
す
は
な
中
の
特
色

新
校 

門
真
は
す
は
な
中
学
校
の

 

生
徒
用
机・椅
子
な
ど
を
取
得

新
校 

門
真
は
す
は
な
中
学
校
の

 

生
徒
用
机・椅
子
な
ど
を
取
得

新
校 

門
真
は
す
は
な
中
学
校
の

 

生
徒
用
机・椅
子
な
ど
を
取
得

　

本
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
充
実
に

向
け
、
23
年
12
月
６
日
付
で
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

補
正
予
算　

28
議
案
を
可
決

補
正
予
算　

28
議
案
を
可
決

ど
な
ど
な
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４
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会
を
開
会
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４
回
定
例
会
を
開
会
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少
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テ
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ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
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定

青
少
年
運
動
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
決
定

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を
設
置
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住　　　所 氏　　名
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門真市上野口町３番 12 号 三好　敏光

門真市幸福町 17 番８号 吉村　清一

門真市千石東町 34 番３号 橋本三千穗

（氏名は得票順）
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平成24年２月１日
議　会　だ　よ　り

　

門
真
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
京
阪
古
川
橋
駅

前
へ
の
自
転
車
等
駐
車
器
具
、
い
わ
ゆ

る
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
に
つ
い

て
、
新
た
に
道
路
占
用
料
を
徴
収
す
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
ラ
ッ
ク
設
置
の
経

緯
と
台
数
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

内
の
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
内
の
環
境

悪
化
を
解
消
す
る
た
め
、
21
年
11
月
に

門
真
市
放
置
自
転
車
等
対
策
協
議
会
を

設
立
し
、
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
地
元
商
店
会
に
参
加
を
要
請
し
、
こ

れ
ま
で
、
同
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
等

の
問
題
を
中
心
に
、
啓
発
活
動
に
関
す

る
事
項
や
公
民
協
働
に
よ
る
自
転
車
置

場
等
の
設
置
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
７
回
に
わ
た
り
議
論
を
行
っ
た
結

果
、
地
元
の
民
間
事
業
者
が
約
３
８
０

台
の
同
ラ
ッ
ク
を
設
置
し
、
管
理
運
営

を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
も
の
で
、
現

在
配
置
し
て
い
る
交
通
誘
導
員
は
、
引

き
続
き
配
置
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
同
ラ
ッ
ク
は
、
同
協
議
会
で

決
定
し
た
民
間
事
業
者
に
よ
り
設
置
・

運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
料
金

設
定
は
、
現
時
点
で
決
定
し
て
い
な
い

が
、
無
料
時
間
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

の
例
で
は
60
〜
90
分
と
な
っ
て
お
り
、

参
考
と
し
て
民
間
事
業
者
に
要
望
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全
対
策

　

に
関
す
る
意
見
書

　

災
害
に
強
い
日
本
の
構
築
に
向
け

　

た
社
会
資
本
整
備
を
求
め
る
意
見

　

書

　

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取
り

　

入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る

　

各
種
基
金
事
業
の
継
続
を
求
め
る

　

意
見
書

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
勧
告
等
を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
中
高

齢
層
の
職
員
の
給
料
に
つ
い
て
、
24
年

１
月
１
日
か
ら
０
・
１
〜
０
・
５
％
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
18
年
の
給
料
表

改
定
に
伴
う
経
過
措
置
の
算
定
基
礎
額

に
つ
い
て
、
０
・
49
％
引
き
下
げ
な
ど

を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
に
伴
う
補
正
予

算
４
件
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
５
議
案
は
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
決
算
特
別
委
員
会
に
閉
会
中
の
継

続
審
査
を
付
託
し
て
い
た
平
成
22
年
度

門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
及
び
平
成
22
年

度
門
真
市
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
３
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
全
員
異
議
な
く
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
し
た
。

決
算
２
件
を
認
定

決
算
２
件
を
認
定

決
算
２
件
を
認
定

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

職
員
給
与
を
減
額

職
員
給
与
を
減
額

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

  　
古
川
橋
駅
前
に
設
置

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

  　
古
川
橋
駅
前
に
設
置

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

  　
古
川
橋
駅
前
に
設
置

■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
内海武寿　議員（公明党）
１　公会計について
　⑴　新公会計制度の導入について
　⑵　財政の見える化について
２　防災の強化について
　⑴　学校施設の防災機能の整備について
　⑵　福祉避難所について
　⑶　要援護者の防災訓練について
田伏幹夫　議員（門真市民クラブ）
１　道路行政について
　⑴　歩行者の安全について
２　公有財産について
　⑴　法定外公共物について
　⑵　未利用地について
五味聖二　議員（緑風クラブ）
１　大阪都構想について
　⑴�　新聞報道から今日までに本市に対し、大阪府並びに

維新の会から何らかの説明はあったのかについて
　⑵�　今後都構想に対し、どの課での対応を考えているの

かについて
　⑶�　都になった場合の本市のメリット、デメリットについて
　⑷　都構想に対する市長の見解について
２　門真市のまちおこしについて
　⑴�　全国で次々と出てきている「ゆるキャラ」に関して

本市でも考えていると聞いているが、どのようなもの
を考えているのかについて

　⑵　市内にある名所、名物、歴史に対するＰＲについて
　⑶　バイクのナンバープレートについて
３　北小学校の跡地利用について
　⑴　活用はどのように考えているのかについて
　⑵　水道局も含めた一体的な都市整備の考えについて
４　新体育館の規模や設備内容について
今田哲哉　議員（緑風クラブ）
１　産業振興について
２　企業誘致担当スタッフ職員の活用について
３　門真の道路事情について
４　市内の水路について
吉水丈晴　議員（緑風クラブ）
１�　門真市北島地区まちづくり事業化検討パートナーが決
定されたことについて

　⑴　門真市民に与える影響等について

井上まり子　議員（日本共産党）
１　熱中症対策について
　⑴�　低所得者等のエアコン購入に伴う社会福祉協議会の

生活福祉資金の活用について
　⑵�　熱中症予防のための避難場所、注意喚起や助言について
２　無料低額診療事業について
　⑴�　市として無料低額診療事業の拡充を国・府に働きか

けることについて
　⑵�　市ホームページへの掲載や市内医療機関への周知について
３　通学路の安全対策について
　⑴�　国道163号速見小学校南の信号から速見小学校までの

通学路の安全対策について
４　太陽光発電システム設置助成制度の創設について
　⑴　自然エネルギーへの転換に対する認識について
　⑵��　太陽光発電システム設置の助成制度に対する考え方

について
　⑶　国・府の補助制度について
岡本宗城　議員（公明党）
１　安心・安全のまちづくりについて
　⑴　松生町交差点の地下道について
　⑵　自転車の安全と利用促進について
戸田久和　議員（無所属）
１　脱関電の取り組みについて
　⑴�　ＰＰＳ電力購入の進捗状況や関電が強制していた守秘義

務を情報開示で、全国で初めて突破したことなどについて
２　新橋住宅住民の移転反対運動と市の対応について
　⑴�　自治基本条例の観点からも考える市の計画と議会で

の審議や承認の関係などについて
３　差別暴力集団在特会らの問題について
　⑴�　生駒市での市民自宅襲撃街宣を踏まえた生駒市長

10・19文書などの他市行政の動きや、在特会が門真市
にも来たことなどについて

４　税金浪費事業の典型たるコンビニ住民票事業について
　⑴　９月議会以降に判明した事実などについて
中道　茂　議員（自由民主党新政クラブ）
１　少子化社会問題について
　⑴　少子化対策について
　⑵　スポーツの置かれている現状について
　⑶　幼児教育について
土山重樹　議員（自由民主党新政クラブ）
１　門真市政の視点について
　⑴　視野を広げ、向上心が生まれる行政について

福田英彦　議員（日本共産党）
１　大阪府教育基本条例案について
　⑴　政治の教育内容への介入について
　⑵�　学力テスト結果の市町村別・学校別公開で過度な競

争に追いやることについて
　⑶　地方教育行政組織法違反について
　⑷�　学区制度の撤廃と定員割れを口実にした府立高校の

統廃合について
　⑸　体罰の事実上の容認について
　⑹　条例案の撤回を府に求めることについて
２　京阪電鉄への可動式ホームさくの設置について
　⑴　現状の認識について
　⑵　京阪電鉄への設置の働きかけについて
武田朋久　議員（公明党）
１　�国における生活保護行政の動向と本市の今後の取り組

みについて
２　地域主権改革整備法と本市の対応について
３　発達障がいへの支援体制について
亀井　淳　議員（日本共産党）
１　自転車対策について
　⑴　サイクルロード計画について
　⑵�　第２京阪道路側道歩道部分にある自転車道を歩道と

分離することを国に申し入れることについて
　⑶�　京阪古川橋駅前から国道163号までの区間に自転車道

を設けることについて
　⑷�　門真第３水路を京阪大和田駅前から国道163号までの

区間の自転車道として活用することについて
　⑸　門真団地バス停周辺の不法自転車対策について
２　防災的な機能を持った公園について
　⑴�　防災的な機能を持った公園に対する市の考え方について
　⑵　市の防災的な機能を持った公園の現状について
　⑶　今後の防災的な機能を持った公園設置の計画について
大倉基文　議員（緑風クラブ）　
１　すべての人に優しいまちづくりについて
　⑴　今後の開発について
　⑵　高齢者の人口推移について
　⑶　障がい者の抱えている問題について
　⑷　それらを踏まえたまちづくりについて
豊北裕子　議員（日本共産党）
１　幼稚園の廃園方針について
　⑴　北巣本幼稚園の廃園について
　⑵　パブリックコメントについて

公　明　党 日本共産党 緑風クラブ 自由民主党
新政クラブ

門真市民
ク ラ ブ

無
所
属

議
　
決
　
結
　
果
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条���　例

門真市立旧第六中学校運動広場条例の制定について／門真市立運動広場条例
の全部改正について／特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について／門真市保健福祉センター条例の一部改正につ
いて／門真市立老人福祉センター条例及び門真市高齢者ふれあいセンター条
例の一部改正について／門真市立放課後児童クラブ条例の一部改正について
／門真市立市民公益活動支援センター条例の一部改正について／門真市道路
占用料徴収条例の一部改正について／門真市民文化会館条例の一部改正につ
いて／門真市立市民交流会館条例等の一部改正について／一般職の職員の給
与に関する条例等の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
に
つ
き
、
採
決
に
参
加
な
し
）

○ 可決

その他の
議　　案

市道路線の認定について／門真市立青少年運動広場及び門真市立テニスコー
トの指定管理者の指定について／住居表示を実施する市街地の区域及び当該
区域における住居表示の方法について／（仮称）門真市立統合中学校整備
PFI 事業に係る特定事業契約の一部変更について／動産の取得について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

平成 23 年度門真市一般会計補正予算（第３号）／平成 23 年度門真市国民健
康保険事業特別会計補正予算（第 4号）／平成 23 年度門真市公共下水道事
業特別会計補正予算（第２号）／平成 23 年度門真市後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第１号）／平成 23 年度門真市一般会計補正予算（第４号）
／平成 23 年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）／平成
23 年度門真市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）／平成 23 年度門
真市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決算認定
平成 22 年度門真市歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認定
平成 22 年度門真市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議員提出
議　　案

サイバー攻撃・情報保全対策に関する意見書／災害に強い日本の構築に向け
た社会資本整備を求める意見書／防災会議に女性の視点を取り入れることを
求める意見書／国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続を求める意
見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会　派　名

議　員　名

件  　　名

第４回定例会で審議された案件と議決結果

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。


